
プラム・カルコア太宰府（中央公民館）からのお知らせ

bunka-g@city.dazaifu.lg.jp

問い合わせ　 文化学習課　文化学習係　☎（９２１）２１０１　　（285）2631FAX

ページＩＤ：31885

プラム・カルコア太宰府　【ホワイエLIVE】－Vol.３－開催

日　時　４月18日㈭午後０時半～20分程度

場　所　プラム・カルコア太宰府（中央公民館）

　　　　２階ホワイエ

曲　目　蘇州夜曲、イパネマの娘、東京ブギウギほか

※出演希望者募集中。詳しくは文化学習課へ。

出演者　平戸伊都子出演者　平戸伊都子

　市民ホール入口前のロビーを利用したさまざまなジャンルの簡易的ライブを

開催します。今回は「歌とピアニカ」をお楽しみください。
ひ ら 　 ど い 　 つ 　 こ

　

◆ 令和６年度まほろば市民大学 受講生募集 ◆
問い合わせ　文化学習課　文化学習係（☎921）２１０１　ページID：２７１５３

まほろば市民大学とは
　一般市民が老若男女を問わず中央公民館に集まり、生涯学習社会の創造に向けて知識や技能

の基礎基本を学び、教養を高めるために講話を聞き、より一層心豊かで充実した人生を送っても

らうことを目的に開設しています。
※所属する各コースから正・副代表を選出します。当番制で受付や会場準備があります。

入場無料

開催期間　５月３0日㈭～翌１月23日㈭の午後１時～３時（全15回）

参 加 費　５千円（コースにより別途教材費必要）

申込締切　４月19日㈮必着

申込方法　①申込フォーム ▼

年間学習スケジュール　★は教養講座開催候補日（午前中）
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5月30日㈭　

6月13日㈭ ★

6月27日㈭ 

7月11日㈭ ★

7月25日㈭  

開講式・オリエンテーション

閉講式・実践発表

　9月12日㈭ ★ 

　9月26日㈭ 

10月10日㈭ 

10月24日㈭ ★ 

11月14日㈭

11月28日㈭ 

12月12日㈭ ★ 
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　1月23日㈭
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全コース日程 全コース日程

デザイン書道コース 定員 20人

▼橋口由佳さん（橋口書道教室主宰）

はしぐち ゆ　か

　言葉の意味や思い
など表現したいことを
イメージし、デザイン
性のある書で形にし
ます。自由度が高く、
筆を持ったことがな
い人でも楽しめます。

作品は自宅に飾ったり、プレゼントした
りしても喜ばれると思います。

運動コース 定員 40人

▼谷川博俊さん（理学療法士）

たにがわ ひろとし

　身体の基本的な仕
組みや疾患について
の講座・効果的な運
動などを紹介します。
健康寿命を延ばしま
しょう！

写真編集コース 定員 20人

▼志岐裕介さん（６Photo代表）

し　き ゆうすけ

　撮った写真、どうし
ていますか。この講
座では、写真のスキ
ルアップだけでなく
データ管理から写真
補正など、 撮影のそ
の先まで学べます。

※ノート型パソコン、デジタルカメラ（スマホ不

可）が必要です。

▼

▲
申込フォーム

②往復はがきに氏名（ふりがな）、住所、年齢、電話番号、

　コース第１・第２希望を記入して郵送

③官製はがきを持ってプラム・カルコア太宰府窓口へ　

みんなの
としょかん●小説　東京都同情塔(九段理江／著)　彷徨う者たち(中山七里／著）　警官の酒場(佐々

木譲／著)　冬に子供が生まれる（佐藤正午／著）　暗殺（赤川次郎／著）　二人キリ（村山由

佳／著）　夜明けの花園（恩田陸／著）　ブラック・ショーマンと覚醒する女たち（東野圭吾／

著）　秘密の花園（朝井まかて／著）　きらん風月（永井紗耶子／著）　成瀬は信じた道をいく

(宮島未奈／著）　わたしは異国で死ぬ（カラーニ・ピックハート／著）

●随筆・詩などの文学　猫屋台日乗（ハルノ宵子／著）　母の最終講義(最相葉月／著)　クリ

スティを読む！（大矢博子／著）　いつかまた、ここで暮らせたら（大崎百紀／著）　

●その他の本　経済学オンチのための現代経済学講義（ダイアン・コイル／著)　有元家のお

弁当（有元葉子／著）　災害食ハンドブック（奥田和子／著）　もっと、京都のいいとこ。(大橋知

沙／著)　ヒビノカテ（大竹しのぶ／著）　図解でよくわかる菌ちゃん農法（吉田俊道／著）

としょかんカレンダー

○印の日は、お休みです。
開館時間　午前１０時から午後6時まで

市民図書館

ＴＥＬ （ ９ ２ １） ４６ ４ ６

ＦＡＸ （ ９ ２ １） ４ ８ ９ ６

金曜・土曜（祝日除く・太字の日）は午後７時まで

（　　   ）令和６年２月
貸出開始資料から
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父
か
ら
の
手
紙

　

―

中
川
昌
沢
書
状―

４
月
か
ら
進
学
や
就
職
の
た
め
実
家

を
離
れ
る
人
も
多
い
で
し
ょ
う
。
子
ど

も
の
初
め
て
一
人
暮
ら
し
と
な
る
と
、

送
り
出
す
親
と
し
て
は
心
配
も
一
入
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
は
今
も
昔
も
変
わ
ら

な
い
よ
う
で
す
。

公
文
書
館
が
所
蔵
す
る
中
川
家
文
書

に
、
江
戸
時
代
末
期
、
親
元
を
離
れ
て

住
込
み
の
修
業
を
送
る
息
子
に
宛
て
た

父
親
の
手
紙
が
ま
と
ま
っ
て
残
っ
て
い

ま
す
。

差
出
人
の
中
川
昌
沢
は
、
太

宰
府
で
医
師
と
し
て
活
躍
し
た

人
物
で
す
。
村
内
の
産
子
養
育

や
天
満
宮
社
家
中
の
種
痘
も
担

当
す
る
な
ど
、
太
宰
府
の
地
域

医
療
に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。
中

川
家
は
３
代
続
い
た
医
家
で
、

昌
沢
が
４
代
目
、
昌
沢
の
息
子

啓
甫
も
医
師
に
な
る
た
め
の
修

業
を
始
め
ま
す
。
住
込
み
先
は
、

福
岡
城
下
の
通
り
丁
(
現
在
の
福
岡
市

中
央
区
大
濠
公
園
あ
た
り
)
に
あ
る
福

岡
藩
医
の
岸
原
養
元
家
。
現
在
で
こ
そ

電
車
や
地
下
鉄
を
乗
り
継
い
で
１
時
間

も
か
か
ら
な
い
距
離
で
す
が
、
当
時
の

移
動
は
徒
歩
で
あ
り
、
さ
ら
に
修
業
中

と
も
な
れ
ば
そ
う
頻
繁
に
帰
省
も
で
き

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
近
況
伺
い
や
用
事
、

相
談
ご
と
に
は
手
紙
を
用
い
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
郵
便
制
度
が
な
い
時
代
の
こ

と
、
博
多
方
面
へ
所
用
で
行
く
人
に
預

け
、
急
ぎ
返
信
が
欲
し
い
時
に
は
わ
ざ

わ
ざ
人
を
送
っ
て
手
紙
の
や
り
取
り
を

し
ま
し
た
。
そ
う
し
た
手
間
を
惜
し
ま

ず
、
父
・
昌
沢
は
修
業
先
で
一
人
頑
張
っ

て
い
る
息
子
に
、
た
い
そ
う
細
や
か
な

手
紙
を
送
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
夏
用
の
衣
服
を
送
っ
て
や
っ

た
時
に
は
「
着
古
し
た
着
物
は
こ
ち
ら

へ
送
り
返
し
な
さ
い
」、
修
業
先
に
渡
す

た
め
の
品
物
を
送
っ
た
時
に
は
「
き
ち

ん
と
お
礼
を
言
っ
て
お
渡
し
し
な
さ
い
」

な
ど
、
一
言
書
き
添
え
る
こ
と

を
忘
れ
ま
せ
ん
。
特
に
用
事
が

な
い
時
も
、「
お
母
さ
ん
が
手
紙

を
寄
こ
す
よ
う
に
言
っ
て
い
ま

す
」「
弟
が
本
を
持
ち
帰
っ
て
欲

し
い
そ
う
で
す
よ
」
な
ど
、
家

族
の
気
持
ち
を
筆
に
の
せ
て
、

息
子
の
も
と
へ
届
け
ま
し
た
。

時
に
は
医
師
と
し
て
、
藩
医
の

元
に
い
る
息
子
に
薬
や
専
門
書

の
入
手
の
仲
介
を
頼
み
、
修
業
に
つ
い

て
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
送
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
父
で
あ
り
、
医
師
の
先
輩
で

も
あ
る
昌
沢
か
ら
の
手
紙
は
、
啓
甫
に

と
っ
て
う
れ
し
く
も
心
強
く
も
あ
っ
た

で
し
ょ
う
。
20
通
余
り
の
手
紙
が
現
在

ま
で
大
切
に
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
息

子
の
気
持
ち
を
よ
く
表
し
て
い
る
よ
う

で
す
。太

宰
府
市
公
文
書
館
　
荻
野
　
寛
美

～公文書館だより 　～120

ひ
と
し
お

う
ぶ
　
こ

け
い
　
ほ

と
お

ち
ょ
う

き
し
は
ら

よ
う
げ
ん

お
ぎ
　
の

ひ
ろ
　
み

な
か
が
わ

し
ょ
う
た
く

【バックナンバーはこちら】ページＩＤ７２４１

ホームページ

「春の朗読会」を開催

　文芸作品を耳で味わうことで読書の幅を広げてみませんか。

あさのあつこ／著「女、ふたり」（『もう一枝あれかし』より）、くす

のきしげのり／著「Life」ほか、春の季節にちなむ短編小説や

エッセイなどを取り上げる予定です。

日　時　４月14日㈰午後２時30分 ～４時（途中休憩あり）

場　所　プラム・カルコア太宰府３階視聴覚室

実　演　朗読紫苑の会　参加費　無料　※申し込み不要

太宰府市役所　代表電話 (921)2121  FAX (921)1601市ホームページアドレス　https://www.city.dazaifu.lg.jp/ 3031 広報だざいふ 2024.4 （令和 6 年）広報だざいふ 2024.4 （令和 6 年）


